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ドクターヘリ
ドクターヘリとは、救急専用の医療機器を装備
し、救急医療の専門医師と看護師が搭乗した
専門ヘリコプターのことで、迅速に救急現場に
出動し（県内をおよそ15分でカバー）患者に
救命処置を施すとともに、いち早く最適な医療
機関へ搬送することができます。好生館は、連携
病院として佐賀大学医学部附属病院とともに
ドクターヘリを運用しています。

防ぎえた外傷死の撲滅と
最善の機能回復をめざして
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●診療対象の主な外傷と治療
多発外傷と言われる脳外傷、胸腹部臓器損傷、血管損傷、多発骨折、
骨盤骨折などの複数の損傷が合併して生命に危険を及ぼす外傷

四肢の開放骨折、関節内骨折などの機能障害をのこす可能性が高い外傷

皮膚軟部組織欠損、脊椎・脊髄損傷など専門治療が必要となる外傷

医療チーム
整形外科をはじめ救命救急センターや脳神経外科、形成外科、心臓血管外科、呼吸器外科、消化器外科、
小児外科、歯科口腔外科の各外科系診療科と麻酔科、放射線科など各部門がチーム医療を行っています。
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外傷センター長

前　隆男

　今日においても交通事故や転落事故などによる外傷は数多く
発生します。重症であれば直接生命を脅かすだけではなく、命が
救えてもさまざまな機能障害により、長きにわたる生活の質を
損ないかねません。
　我が国では外傷診療に特化した施設はいまだ少なく、多くの施設
において重症外傷の治療は救命救急センターがその役割の一部
を担っているという現状です。最近ではドクターヘリの活用や外傷
初期診療の進歩により、外傷に対する救命率は向上してきました
が、日常生活動作の改善、社会復帰にむけてよりよい機能回復をは
かるためには、確実な技術による根本治療を行うこと、リハビリ
テーションの充実も欠かせません。すなわち、救命から日常生活
復帰まで一貫して外傷を専門とした診療チームが関われる体制が
必要なのです。
　好生館外傷センターは重症外傷に対する質の高い診療を行うこ
とを目的として、平成24年に開設されました。生命に危険が及ぶ
高エネルギー外傷や多発外傷、機能障害に直結しやすい開放骨折
や脊椎脊髄損傷など重篤な外傷に対し迅速な緊急処置を行うこ
と、骨折治療などの解剖学的修復やリハビリテーションまで外傷
センタースタッフが一貫して関わることで、防ぎえた外傷死を予防
し後遺障害の低減をめざしています。重症外傷の治療では、あらゆ
る部位の外傷に迅速な対応ができることが重要です。
　好生館外傷センターでは救命救急センター、各外科系診療科、
麻酔科、放射線科、リハビリテーションなど各部門が協力して治療
を行う体制を構築しております。

整形外科 Orthopedics 救急科 Emergency medicine

手術部 (麻酔科・手術室） Operating Rooms

すべてが最短・最善の機能回復をなすために
整形外科では上肢や下肢、脊椎などの運動器の疾患や外傷を専門的に診療してい
ます。骨盤骨折や脊椎損傷、開放骨折に対する緊急処置や、重症患者において救命
処置が奏功したあとも骨折の根本的手術やリハビリテーションが必要となることが
多く、外傷診療における各段階で整形外科は大きく関与しています。運動器の外傷
は適切に対処しないと、感染や偽関節といった合併症、拘縮や変形などの後遺障害
により患者さんの生活の質に大きく影響をあたえます。
外傷センターに入院となる患者さんの約8割に四肢や脊椎の骨折を合併しており、
整形外科は外傷センターヘの関わりが救急科とともに最も大きい診療科です。
整形外科では、四肢・脊椎をあわせて年間約960例の手術実績がありますが、その
7割近くが骨折手術など外傷にかかわる手術を行っており、骨盤骨折や開放骨折
など重症外傷に対する治療経験が豊富です。
好生館整形外科では外傷整形外科にも重点を置いており救急科や各科と密接に
協力しながら、患者さんが最短期間で最善の機能回復がなされるようにめざして
います。

一人でも多くの命を救うために
好生館の救命救急センターは、1987年に佐賀県初の
救命救急センターとして開設されました。以後、あら
ゆる重症傷病に24時間365日対応できる体制の充実
を図り、専門医の増員や設備の増強などを続けてき
ました。
またドクターヘリ連携病院として好生館からも出動
するなど、プレホスピタルケアへの取り組みも強めて
きました。
もとより三次救急施設として重症多発外傷などの
診療を行ってきましたが、さらに外傷センターとの
密接な連携を通して、救命や機能的予後の改善に
努めています。

スピードとパワー、テクニックの鍛錬を重ねて
外傷センターでの治療に、手術という選択があります。
手術はその効果が高いものですが、時期を逸すると逆
効果となります。手術室は外傷センターの患者受け入れ
を遅滞なく行うために定期手術の調整、器材の迅速な
準備を行います。また、多くの方が麻酔下での手術となり
ますので、麻酔科チームも状況に合わせて構成し、患者の
社会復帰のために我々手術室スタッフ一同がスピード、
パワー、テクニックの鍛錬を積んでいます。

●詳しくはホームページをご確認ください　https://www.koseikan.jp/medical_care


